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・ผ市水道部では、市民の皆様に水道ߐ　
下水道事業について、もっと関心を࣋って
くػ会を提供することを目的として、6�1�
（）、6�19（日）の2日間で「えつڥ広
場2016」というイベントに参加しました。
　当日は水道・下水道事業についてのパネル
や模型の展示、きき水なͲの体験をしてく
とともに、子供けの水෩ધコーφーなͲを
設け市民の皆様に水道・下水道事業につい
てָしく学んで、理解を深めていただきまし
た。

　Ӊٶ市の上下水道事業は、ฏ２８年̏
月に水道通水 ０̍０周年、また、ฏ２̓ 年８
月に下水ॲ理開࢝ ０̑周年を迎えました。
　これをه೦して、ฏ２̓ 年度から２年間
にわたりه೦事業を展開しており、公ืによ
るΩϟッνフレーζ「おいしい水とんだ
ະ来にಧける　ٶの水」を活用しながら、こ
れまでにه೦ϩΰマークや֤छ̧̥ άッζの
作、ه೦ࣜయや関連イベントなͲを行いま
した。
　今後は、ه೦マンホール֖の作・設置や
。の作なͲを༧定していますࢽ೦ه

　ઍ༿ݝ水道局はฏ２８年に給水８０周
年を迎えました。これをػ会に「給水８０年
歴史ࢿ料展」をઍ༿ݝ立現産業Պ学ؗに
て開催しました。ݝӦ水道の創設時からの
าΈやおいしい水ͮくりのઓ、災害の
උえなͲをパネル展示でհ、水道管の֤
छ͗ܧ手や耐震管等の展示、ড়水ॲ理実験
なͲを通して、当局の҆定給水と҆શでおい
しい水ͮくりの取組について、ଟくのお٬様
に理解と関心を深めていただきました。

　Ἒݝ日立市ا業局上下水道部は、市民
の皆さんに҆定かつ҆શな水を供給する取
り組Έを知っていただくため、6月26日（日）
にࢁড়水場にて「水道フェア」を開催しま
した。この催しでは施設ݟ学や水道水とミネ
ラルΥーターを飲Έൺるきき水体験や
ড়水場内に࡙いたラベンダーఠΈ取り体験
なͲ、ॆ 実した内༰での開催となりました。
子供やお年دりまで幅広い年ྸの方々に
おӽしいただき、来場者数は約1500名とେ
گでした。来場者の皆さんには、生活にܽ
かすことのできない水道水のେさを࠶ೝ
識していただくきっかけとなりました。さら
に協会コーφーでは、耐震管の展示や説明
会を行ったことで、水道管路耐震化のඞཁ性
を理解していただけたとࢥいます。

ཱ市ا業局上下水道部 ઍ༿ݝ水道局

ผ市水道部ߐ Ӊٶ市上下水道局
～水道���पɾ
　　下水道��पه೦ࣄ業～

～水道フェΞ～ 水څ～ ０̔ྺࢿ࢙ྉల～

～͑つڥ広����～

೦ࣜయهͨ͠࠵݄̒に։ࠓ

水ಓࢪઃのΨΠυπΞー
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　和泉市上下水道部では、８月２日に耐震性
緊急貯水槽の取り扱い説明会を黒鳥小学校
で開催しました。
　説明会には、学校の先生方、校区の町会
関係者、避難所担当者、上下水道部職員、あ
わせて約６０名の方々に参加いただきまし
た。
　説明会では、職員による一連の操作実演
を行ったのち、参加者の皆様に操作を体験し
ていただきました。
　和泉市では、６か所の小・中学校に緊急貯
水槽を設置しており、災害時に諸活動を公
民協働で円滑にできるように、これからも定
期的に説明会を開催していきます。

　広島市水道局は、中国電力・広島ガスと合
同で防災についての出前授業「ライフライン
防災教室」を広島市内の４小学校で実施し
ました。
　この授業は、災害が起こった際に役立つ
水道・電気・ガスに関する知識を小学生とそ
の保護者に提供することを通じて、家庭の防
災意識を高めることを目的としています。
　この授業の中で水道局は、運搬する水の
重さの体験や、災害時における限られた水
の使い道の想像をしていただくとともに、
（一社）日本ダクタイル鉄管協会の協力を得
て、手動の耐震管模型を使用して水道管路
の耐震化を学んでいただきました。

　尾道市水道局では、水道週間のイベント
として、市民の皆さんに関心を高めていただ
くため、創立50周年を迎える尾道管工事協
同組合との共同開催により「水道フェスタ
2016」を実施しました。
　親子連れ等、2300名が来場され、91周年
を迎えた水道の歴史、アセットマネジメント
や水道事業ビジョン等について、パネル展示
等により、現状や課題を学んでいただきまし
た。
　このほか、給水車・消防車による災害対
応、（一社）日本ダクタイル鉄管協会の協力
を得て、耐震管カットモデルやパネル展示等
により、防災についてもより理解を深めてい
ただきました。

　神戸市水道局では、布引貯水池について、
「布引渓流の水」のブランド力を活かした活
用策を研究しています。
　この度、実証実験として、市内の六甲ビー
ル醸造所が実施事業者となり、数量限定で
瓶詰ビール「布引渓流水を原料とした淡路島
産レモン使用のホワイトエール」を商品化し、
一般店舗での販売を行っています。
　試飲会や販売について、マスコミで取り
上げられ、一部からは、布引渓流の水の新
たな用途での使用について、問い合わせを
いただいております。幅広い利用を今後も
呼びかけていきます。

神戸市水道局 尾道市水道局

和泉市上下水道部 広島市水道局
～出前授業
　「ライフライン防災教室」～

～耐震性緊急貯水槽の
　　　　　取り扱い説明会～

～「布引渓流の水」の
　　　　　有効活用について～ ～水道フェスタ２０１６～

職員による操作実演の様子

参加者の皆様と一緒に給水袋に取水する様子

試飲会の様子

写真左：ビン入りビール
写真右：布引渓流
　　　　（昭和名水百選）
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リレーエッセイ

　ここ数年アナログレコード特有の温かな音質が見

直されレコードを聴く若者が増えて来ているらしい。

現代では、CD や CD の 6.5 倍もの情報量を持つ

ハイレゾ音源の、手軽で雑音のまったくない音楽を

聴ける時代に、なぜわざわざ手間暇をかけてレコード

を聴くのだろう？

　私が、オーディオを始めたのは高校の時だ。それ

まではラジカセで FM 放送をエアチェックするばかり

であったが、叔父が郵便局に勤めていたので高校生

になった際、夏と冬の休みに郵便配達のアルバイト

をし、貯めたバイト代で当時の LO-D（日立）のシス

テムコンポステレオを買ったのが初めてだ。最初に

買ったレコードアルバムは井上陽水の「断絶」。

　1978年（昭和53年）に福岡市役所に入庁。水道局

に配属された。昭和 53 年といえば福岡大渇水の年

だ。未曾有の大渇水のため仕事に明け暮れしばらく

趣味に費やす時間はなし。入庁３年目にして、オー

ディオ雑誌を読み漁り、当時の僕のサラリーの範囲

内でのローン返済を組み、単品コンポを購入。レ

コードプレーヤー（TRIO　KP7070）、カートリッ

ジ針（SHURE タイプⅢ HE）アンプ（YAMAHA  

A-6）、チューナー（TRIO KT700）、カセットデッ

キ（PIONEER 型番不明）、残念ながらスピーカーま

でお金が回らなかったためシステムコンポのスピー

カーで我慢。音の入り口に一番費用をかけたライン

ナップを揃えたと思っている。

　その後、２代目のカセットデッキとして、当時

最高の人気だった SONY の TC ‐ K555ES を追

加。またアンプを買い替えし（SANSUI AU-D907G 

EXTRA）同時にスピーカー（バックロードホーン形

式、スピーカーユニットは FOSTEX の FE206 Σ）

を自作し、主に JAZZ、FUSION、POP’S を聴いて

いた。

　二十代後半に縁ある人と結婚し、子供が出来ると

また趣味に費やす時間が減り、さらに子供が幼稚園

位になると自作スピーカーのユニットを手でつかん

でぐしゃぐしゃに・・・それからしばらくは、子供

のいたずらによるスピーカーユニットの交換を２回

ほど繰り返しながら、家族が家を空ける時にたまに

聴く程度だったが、40 代前半には遂にアンプが壊れ、

子供のいたずらに根負けしたスピーカーユニットも

取付けないままのエンクロージャー（スピーカーの

箱のこと）とレコードプレーヤーが、女房曰く「邪

魔な家具」の状態で月日が過ぎてしまった。

　定年まであと10 年となった 50 歳頃から、幸い

に邪魔な家具の状態と言われながらも、女房に泣き

を入れつつなんとか処分せずに所持していたレコー

ドとプレーヤーを再度復活させるべく、当時のなつ

かしい音を再現するには、やはり今の機器ではない

なとの思いで、中古オーディオ店で試聴を繰り返し、

1980 年代のアンプ（NEC A-10TYPE Ⅲ）（パソコ

ンメーカーの NEC のアンプです。当時はオーディオ

も手がけていたんです！）とスピーカー（DIATONE

　DS1000Z）を中古で購入した。その際、邪魔な

家具状態だったエンクロージャーも中古オーディオ

店で下取りしてもらった。（そのエンクロージャーは、

すぐにマニアに引き取られ、なんと引き取り価格の

十倍！！）

　現在、月二回ほど女房に断りを入れて，土曜日の

夕食後にレコード鑑賞に浸っている。JAZZ をメイ

ンで鑑賞しているが、特に SAX の音色が好きで、

JAZZ プレーヤーでは SONNY ROLLINS、HANK 

MOBLEY、またアルバムでは LEFT ALONE が好

きである。暗く切ないムードに満ちた名曲で、重く

て暗いピアノのイントロに続き、アルト・サックス

が哀愁に満ちたメロディーを切々と歌い上げてお

り、聴く者の胸を締め付けるというか、しみじみ泣

ける SAX のメロディーが気に入っている。レコード

を聴くためには、聴き始める 10 分ほど前から、ア

ンプの電源を入れ、今日は何を聴こうかとレコード

ジャケットを眺め、そして迷いつつも数枚のレコー

ドを選ぶ。アンプが温まったら、レコードに指紋を

付けない様に気を付けながらジャケットから取り出

しターンテーブルに乗せ、レコード表面の埃をクリー

ナーで取り除き、スタビライザーでターンテーブル

に密着させる。この面倒くささもレコードの醍醐味

であり面白さでもある。近ごろの若者がレコードを

聴いているのも、一つはこの煩わしさに魅力を感じ

ているのかも？

　プレーヤーの回転数を33 1/3回転に合わせスイッ

チを入れると、起動トルク 1.5kgf・cm 以上のダイ

レクトドライブにより、重量 2.6kg のアルミ合金 

ダイキャスト製ターンテーブルが、力強くそして徐

に回転を始める。トーンアームを人差し指で支え

ながら、針をレコードに静かに下ろす。アンプの

VOLUME を徐々に上げていくと、心地よい音色が響

いてくる。そして片手には、シングルモルトウイス

キー。さあ、いよいよ至福の時間の始まりだ。

リ レ ー

エ ッセ イ

福岡市水道局　
配水部節水推進課 課長

池 田  弘 義
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をし、貯めたバイト代で当時の LO-D（日立）のシス

テムコンポステレオを買ったのが初めてだ。最初に

買ったレコードアルバムは井上陽水の「断絶」。

　1978年（昭和53年）に福岡市役所に入庁。水道局

に配属された。昭和 53 年といえば福岡大渇水の年

だ。未曾有の大渇水のため仕事に明け暮れしばらく

趣味に費やす時間はなし。入庁３年目にして、オー

ディオ雑誌を読み漁り、当時の僕のサラリーの範囲

内でのローン返済を組み、単品コンポを購入。レ

コードプレーヤー（TRIO　KP7070）、カートリッ

ジ針（SHURE タイプⅢ HE）アンプ（YAMAHA  

A-6）、チューナー（TRIO KT700）、カセットデッ

キ（PIONEER 型番不明）、残念ながらスピーカーま

でお金が回らなかったためシステムコンポのスピー

カーで我慢。音の入り口に一番費用をかけたライン

ナップを揃えたと思っている。

　その後、２代目のカセットデッキとして、当時
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いた。
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JAZZ プレーヤーでは SONNY ROLLINS、HANK 

MOBLEY、またアルバムでは LEFT ALONE が好

きである。暗く切ないムードに満ちた名曲で、重く

て暗いピアノのイントロに続き、アルト・サックス

が哀愁に満ちたメロディーを切々と歌い上げてお

り、聴く者の胸を締め付けるというか、しみじみ泣
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を聴くためには、聴き始める 10 分ほど前から、ア

ンプの電源を入れ、今日は何を聴こうかとレコード

ジャケットを眺め、そして迷いつつも数枚のレコー

ドを選ぶ。アンプが温まったら、レコードに指紋を

付けない様に気を付けながらジャケットから取り出

しターンテーブルに乗せ、レコード表面の埃をクリー

ナーで取り除き、スタビライザーでターンテーブル

に密着させる。この面倒くささもレコードの醍醐味

であり面白さでもある。近ごろの若者がレコードを

聴いているのも、一つはこの煩わしさに魅力を感じ

ているのかも？

　プレーヤーの回転数を33 1/3回転に合わせスイッ

チを入れると、起動トルク 1.5kgf・cm 以上のダイ

レクトドライブにより、重量 2.6kg のアルミ合金 

ダイキャスト製ターンテーブルが、力強くそして徐

に回転を始める。トーンアームを人差し指で支え

ながら、針をレコードに静かに下ろす。アンプの

VOLUME を徐々に上げていくと、心地よい音色が響

いてくる。そして片手には、シングルモルトウイス

キー。さあ、いよいよ至福の時間の始まりだ。

リ レ ー

エ ッセ イ

福岡市水道局　
配水部節水推進課 課長

池 田  弘 義
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ද�ɹ/4ܗ &छͱ�छの࣭ྔൺֱ

呼び径
75 100 150

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
̏種

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
̏種

ＮＳ形
Ｅ種

ＮＳ形
̏種

管厚
（mm） 4.5 6.0 4.5 6.0 5.5 6.0 

質量
（kg） 44.4 59.0 56.5 75.7 118 133

２ɽ２ɹҟ形管
　৽しいメΧχΧルタイϓの継手ߏにΑΓ、
①シϣートϘσΟ化にΑるܰ量化、②接合ੑ
 （্挿ೖ量の֬認ෆཁ）を࣮ݱした（ਤ 2）。

ਤ�ɹ/4ܗ &छ�ҟܗのಛ

２ɽ３ɹੑ
　G9 形管、NS 形管の耐震形ダクタイル
鉄管と同じ耐震ੑを༗し、ߏ管路を
ஙできる（表ߏ 2）。

ද�ɹ̨̣̚ܗछのܧखੑɹ

項目 ੑ
৳ॖ量  管のʶ 1̀
ࢭ力  3 Ｄ kN（Ｄ：呼び径 mm）
༰曲げ֯ڐ  4˃
࣌に曲͕ΓಘΔ
େ۶曲֯࠷  8˃

３ɽ概要
３ɽ１ɹ管の༷
( 1 ) 呼び径：75~150
( 2 ) 水 ѹ：1 � � . P B 以 下
( � ) 直管の管ް͓Αび༗ޮ：表 � の௨Γ

ද�ɹのް͓Αͼ༗ޮ

呼び径 管厚 ( mm ) ༗ޮ ( m )
75 4.5 4
100 4.5 4
150 5.5 5

( 4 ) 異形管
①種ྨ

曲管（90 、˃45 、˃22 1�2 、˃11 1�4 、˃5 5�8 ）˃、　
྆受曲管（45 、˃22 1�2 ）˃、継͗ྠ、、
ೋ受̩ࣈ管、྆受ยམ管、受挿し管、
ઙຒ設形ϑランδ付̩ࣈ管

②管ް：表 4 の௨Γ

ද�ɹҟܗのް

呼び径 管厚（mm）
75 8.0 
100 8.0 
150 8.5 

３ɽ２ɹܧखのߏ
( 1 ) 直管
　ਤ�に継手ߏ、ਤ 4にΰϜྠ形ঢ়を示す。
ϩοクϦンά͓ΑびϩοクϦンάϗルダは、あ
らかじめ場でηοトして出荷され、施時
にはΰϜྠを受口にηοトした後、挿し口を
挿ೖするͩけで接合がྃするϓοシϡΦンタ
イϓの継手である。
　接合時には、挿し口ಥ部（Ϗーυಥى）が
ΰϜྠを௨ա後、ϩοクϦンάをԡし֦げて
௨աし、挿し口ಥ部௨ա後にはϩοクϦンά
がดじて挿し口外面に๊き付 。͘·た、
ࢭঢ়ଶでは、挿し口ಥ部にϩοクϦンάが
ҾっֻかΓҾுྗに耐͑るߏとなっている。

ਤ�ɹ̨̣̚ܗछのߏ

ਤ�ɹ̨̣̚ܗछ༻ΰムྠܗঢ়

( 2 ) 異形管
　異形管部では水ѹにΑるෆ平ྗۉにΑって
管路がಈかないΑ͏に管路をҰ体化するඞ
ཁがあるため、異形管継手は৳ॖしない
ࢭ継手となる。
　ਤ 5 に示すΑ͏ に、継手ߏは接合ۀ࡞
時の༥௨ੑをྀߟしてメΧχΧルタイϓとし
た。·た、ΰϜྠは、ΰϜ部と樹脂部の 2
ߏとしている（ਤ�）。ϩοクϦンάはεトο
ύにΑΓ֦径されたঢ়ଶで出荷される。
　ϩοクϦンάを受口の外ଆにऔΓ付けるߏ
にする͜とで、異形管のܰ量化、施ੑ
の্を࣮ݱした。

１ɽ͡Ίʹ
　ۙ年、େ震のൃੜස度はߴ 、͘水道管
路શ体のߋ৽ɾ耐震化のଅਐがٸとなっ
ている。そのΑ͏ なத、ଟ の͘ۀࣄ体様では
࣮のある耐震形ダクタイル鉄管を࠾ޚ用い
たͩいているが、Ұ部ではࡒからΉな

体もあΓ、①材࣭ྼ化がۀࣄ用できない͘
ない材料、②ہ所にूதする震時の൫
Έをෳの継手の৳ॖɾ۶曲でٵऩする
管路、③ෳճのେ震にも耐͑るߏ
の耐震形ダクタイル鉄管のಛをҾき継い
ͩ҆Ձな耐震形ダクタイル鉄管をఏڙして΄
しいとい͏͝ ཁが૿ て͑きた。
ຊߘでは、その͝ཁにԠ͑、G Ｘ形ダクタ
イル鉄管にՃ͑て、技術։ൃでੑࡁܦとܰ
量化を࣮ݱしたʮＮＳ形ダクタイル鉄管（& 種
管）（以下、NS 形 & 種管）ʯをJDPA 規格
化したので、その֓ཁと施方法͓Αび継手
ੑ試験結果をհする。

２ɽＮＳ形Ｅ種管のಛ
　NS 形 & 種管のओなಛを以下に示す。
２ɽ１ɹ管
　①管ްのബ化、②Ϗーυ༹接にΑる挿し
口ಥ部形成、③内面塗装のมߋにΑΓ、ߴ
いੑࡁܦとܰ量化を࣮ݱした（ਤ 1、表 1）。

ਤ�ɹ/4ܗ &छ�のಛ

誌上講座

ＮＳ形ダクタイル鉄管（E種管）のご紹介
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誌上講座

ＮＳ形ダクタイル鉄管（E種管）のご紹介
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３ɽ３ɹ管࣌の߹ํ๏
　ਤ 7 に直管受口に切管を接合する場合の
継手ߏ、ਤ 8 に異形管受口に切管を接合
する場合の継手ߏを示す。
　切管時には N-Link 受挿し管を用い
る。N-Link はԡྠに௺がऩೲされたߏで
あΓ、異形管受口に切管を接合する場合に

用する。N-Link の௺部は �̙kN（ ：̙呼
び径 NN）以্のྗࢭに耐͑、直管
異形管と同じੑࢭを༗する。·た、
N-Link はΰϜϦンάをඋ͑、下水なͲの出
ೖΓを͙ߏとして͓Γ、௺にରする৯
ରࡦを施している。

３ɽ４ɹ৯༷
( 1 ) 塗装
　表 5 に直管、異形管、ԡྠ、N-Link の塗
装の種ྨを示す。
( 2 ) ৯ରࡦ
　৯ରࡦとして、管にはඞずポϦエνϨン
εϦーϒを施する。

ද�ɹృのछྨ
۠ 塗装

直管 外面 合成樹脂塗装
内面 珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装

異形管 外面 合成樹脂塗装
内面 エポキシ樹脂粉体塗装

ԡྠ
N-Link 外面 合成樹脂塗装

４ɽ߹ํ๏
４ɽ１ɹ管の߹
　ＮＳ形管、ＧＸ形管と同じ手ॱで接合する
が、写真 2 のΑ͏に 1 ຊのϨόーϗイεトで
接合できる。

ࣸਅ�ɹの߹ঢ়گ

４� ２ɹҟ形管の߹
　以下の手ॱで接合する（ਤ 9）。
①挿し口にԡྠ͓ΑびϩοクϦンά（εトού

付き）をηοトする。
②εトούをऔΓ外し、ϩοクϦンάを挿し口

に๊き付かͤる。
③ΰϜྠ、̩಄Ϙルトɾナοトをηοトし、所

定のҐஔに材を塗する。
ᶆ̩಄ϘルトɾナοトをインύクトϨンνでక

め付ける（トルク管ཧなし）。
ᶇԡྠの施管ཧ用ಥ部と受口面がメタ

ルタονになっている͜とを֬認する。

４� ３ɹ管࣌の߹
( 1 ) 直管受口と接合する場合（N-Linkと受

挿し管を用）
①切அした挿し口と受挿し管（受口）を

N-Link を用いて、異形管の接合方法と同
様の方法で接ଓした後、N-Link のԡしϘ
ルトをక付けトルク100NɾNでకめ付け
て切管をݻ定する。

②直管と同様の方法で、Ϩόーϗイεトを用
いて直管（受口）と受挿し管（挿し口）
を接合する（写真 �）。

　受挿し管をऔΓ付けたものをҰͭの切管
として用するので、管の切அさは受挿し
管の༗ޮをࠩしҾいたものになる。

ਤ�ɹडޱにΛ߹すΔ場߹
ʢडૠ͠ɺ/�-JOL Λ༻ʣ

ਤ�ɹҟܗडޱにΛ߹すΔ場߹
ʢ/�-JOL Λ༻ʣ

ࣸਅ�ɹ/�-JOL の֎؍
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ਤ�ɹ̨̣̚ܗछҟܗのߏ

ਤ�ɹ̨̣̚ܗछҟܗ༻ΰムྠܗঢ়

３ɽ３ɹ管࣌の߹ํ๏
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する場合の継手ߏを示す。
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ࣸਅ�ɹの߹ঢ়گ
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管の༗ޮをࠩしҾいたものになる。
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ࣸਅ�ɹडޱͱの߹ঢ়گ

( 2 ) 異形管受口と接合する場合（N-Link を
（用

　切அした挿し口と異形管受口を N-Linkを
用いて、異形管の接合方法と同様の方法で
接ଓし、ԡしϘルトをకめ付けトルク100NɾN
でకめ付けて切管をݻ定する。

ࣸਅ�ɹҟܗडޱͱの߹ঢ়گ

５ɽੑࢪ
５ɽ１ɹ管のૠೖྗଌఆ
　接合۩を用いて直管を接合し、その時
の࠷େ挿ೖྗを測定した結果をਤ10に示す。
NS 形管ΑΓもい挿ೖ （ྗ呼び径 75：1�7kN、
100：2�0kN、150：���kN）で接合できる͜と
を֬認した。

ਤ��ɹ߹࣌のૠೖྗଌఆ݁Ռ

５ɽ２ɹҟ形管の߹ؒ࣌
　ਤ 11 に異形管 1 継手たΓの接合時ؒ測
定結果を示す。NS 形管に比て時ؒで接
合できる͜とを֬認した。

ਤ��ɹҟܧ̍ܗखͨΓの߹ؒ࣌ଌఆ݁Ռ

５ɽ３ 管࣌（/�-JOL ͓Αͼडૠ͠管）
のऔΓ͚ؒ࣌

　ਤ 12 に直管受口と切管を接合する場合、
ਤ 1� に異形管受口と切管を接合する場合の
接合時ؒ測定結果を示す。NS 形管に比て
時ؒでऔΓ付けできる͜とを֬認した。

15.2
13.4
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11.2

20
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5

0

（接合߲ۀ࡞）
ＮＳ形Ｅ種 ＮＳ形

①அ ①அ・ߔΓ・面取Γ
Ճ

②N-Link・डૠし管取
Γ付͚（̩಄ Ϙϧト、
ԡしϘϧトのకΊ付͚
ؚΉ）

②管༻ૠしޱϦンάの
取Γ付͚ （λοϐンͶ
͡λΠϓ）

③直管डޱͱの合 ③直管डޱͱの合

ਤ��ɹ߹ؒ࣌ଌఆ݁Ռ
ʢडޱͱの߹ʣ
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（接合߲ۀ࡞）
ＮＳ形Ｅ種 ＮＳ形

①அ ①அ・ߔΓ・面取Γ
Ճ

②異形管の合（̩಄Ϙ
ϧト、ԡしϘϧトのకΊ
付ؚ͚Ή）

②管༻ૠしޱϦンάの
取Γ付 （͚λοϐンͶ͡
λΠϓ）

ʕ ③異形管डޱͱの合

ਤ��ɹ߹ؒ࣌ଌఆ݁Ռ
ʢҟܗडޱͱの߹ʣ

̒ɽܧखੑ
̒ɽ１ɹਫີੑݧࢼ
　継手を真直ঢ়ଶ、۶曲ঢ়ଶで水ѹ 2�0.PB
を負荷し、5 ؒอ࣋しても継手部からの࿙
水はな な水ີੑを༗している͜とྑ͘、
を֬認した。

ද�ɹਫີ݁ݧࢼՌ
呼び径 種類 継手のঢ়ଶ 試験結果

75
100
150

直管
ਅ直 継手部͔Βの

࿙ਫなし

େ۶曲֯࠷ ( 8 )˃ 継手部͔Βの
࿙ਫなし

異形管 ਅ直 継手部͔Βの
࿙ਫなし

ਤ��ɹ͛ۂਫີํݧࢼ๏ʢのྫʣ

̒ɽ２ɹੑࢭݧࢼ
　ਤ 15 のΑ͏に、直管、異形管の継手部、
N-Link の औ 付 部 に � ̙ kN（ ：̙呼 び 径
NN）のҾுྗを負荷した。表 7 にその結
果を、ਤ 1� に継手৳び量の測定結果を示す。
いずれの条件でも � ̙ kN のҾுྗに耐͑、
直管、異形管の継手部、N-Link のऔ付部に
異常は認められなかった。

ਤ��ɹํݧࢼࢭ๏ʢҟܗのྫʣ
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ද�ɹੑࢭ݁ݧࢼՌ
呼び径 種類 引張力 試験結果

75
100
150

直管
3ＤkN

Ｄ: 呼び径mm

3ＤkNの引張力に耐え、
継手部に異常無し異形管

N-Link 3ＤkNの引張力に耐え、
取付部に異常無し

【直管】

【異形管】

【N-Link】

ਤ��ɹܧख৳ͼྔのଌఆ݁Ռ
ʢݺͼܘ���のྫʣ

̒ɽ３ɹڧ͛ۂݧࢼ
　表 8 に下記① ~ ③に示す条件で曲げ強度
試験を行った結果を示す。いずれの条件で
も NS 形管と同じ限界曲げモーメントを負荷
しても、継手部に異常は認められなかった。

【試験条件】
①直管受口にライナを装着し、異形管挿し口

基準値以内であった。

̔ɽ༷比較
　表 9 にＮＳ形Ｅ種管、ＮＳ形管、ＧＸ形管
の仕様の比較を示す。

̕ɽ͓ΘΓʹ
　平成 28 年 10 月に呼び径 75 ～ 150 ＮＳ
形ダクタイル鉄管 ( Ｅ種管 ) が JDPA 規格化

（JDPA G 1042‐2）された。今後の水道管
路の耐震化に寄与できれば幸甚である。

を接合した場合
②異形管受口に、直管挿し口を接合した場合
③異形管受口に N-Linkを用いて、切管した

挿し口を接合した場合

ද�ɹڧ͛ۂ݁ݧࢼՌ
呼び径 試験条件 曲げモーメント 試験結果

75
100
150

① 呼び径 75  ： 4.4kN・m 
呼び径 100 ： 7.4kN・m 
呼び径 150 ： 17kN・m

継 手 部 に
異常なし②

③

ɽ̓໘ృ（ࠞ࠭ܔ߹ΤϙΩγथࢷคମృ）
ɽ̓１ɹ形ํ๏

　珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装の塗膜外
観を写真 5 に示す。内面塗装時にエポキシ
樹脂粉体塗料と珪砂を所定の比率で吹き付
けて塗膜を形成する。

ࣸਅ�ɹࠞ࠭ܔ߹ΤϙΩγथࢷคମృの֎؍

ɽ̓２ɹਫ࣭Ӵੜੑ
　JWWA Z 108 ｢水道用資機 材 - 浸出試
験方法｣ に基づき、珪砂混合エポキシ樹
脂粉体塗装〔エポキシ樹脂粉体塗料：珪砂
=1:1( 重量比 )〕の浸出試験を行った。その
結果、浸出試験後の測定値は、いずれも ｢水
道施設の技術的基準を定める省令｣ に示す

項目 ＮＳ形Ｅ種 ＮＳ形 ＧＸ形

①管厚

呼び径
75
100

4.5mm
7.5mm( 1 種 ) 7.5mm( 1 種 )
6.0mm( 3 種 ) 6.0mm( S 種 )

呼び径
150 5.5mm

7.5mm( 1 種 ) 7.5mm( 1 種 )
6.0mm( 3 種 ) 6.5mm( S 種 )

②直管1本の質量
　   （粉体塗装）

呼び径
75 44.4kg

69.6kg( 1 種 ) 66.2kg( 1 種 )
59.0kg( 3 種 ) 55.7kg( S 種 )

呼び径
100 56.5kg

89.6kg( 1 種 ) 85.8kg( 1 種 )
75.7kg( 3 種 ) 71.9kg( S 種 )

呼び径
150 118kg

159kg( 1 種 ) 153kg( 1 種 )
133kg( 3 種 ) 136kg( S 種 )

③内面塗装 珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装
④外面塗装 合成樹脂塗装 合成樹脂塗装 外面耐食塗装

ද�ɹ༷Ұཡ
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ද�ɹੑࢭ݁ݧࢼՌ
呼び径 種類 引張力 試験結果
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Ｄ: 呼び径mm

3ＤkNの引張力に耐え、
継手部に異常無し異形管

N-Link 3ＤkNの引張力に耐え、
取付部に異常無し
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【異形管】

【N-Link】
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試験を行った結果を示す。いずれの条件で
も NS 形管と同じ限界曲げモーメントを負荷
しても、継手部に異常は認められなかった。

【試験条件】
①直管受口にライナを装着し、異形管挿し口

基準値以内であった。

̔ɽ༷比較
　表 9 にＮＳ形Ｅ種管、ＮＳ形管、ＧＸ形管
の仕様の比較を示す。

̕ɽ͓ΘΓʹ
　平成 28 年 10 月に呼び径 75 ～ 150 ＮＳ
形ダクタイル鉄管 ( Ｅ種管 ) が JDPA 規格化
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路の耐震化に寄与できれば幸甚である。
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観を写真 5 に示す。内面塗装時にエポキシ
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ࣸਅ�ɹࠞ࠭ܔ߹ΤϙΩγथࢷคମృの֎؍

ɽ̓２ɹਫ࣭Ӵੜੑ
　JWWA Z 108 ｢水道用資機 材 - 浸出試
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59.0kg( 3 種 ) 55.7kg( S 種 )

呼び径
100 56.5kg

89.6kg( 1 種 ) 85.8kg( 1 種 )
75.7kg( 3 種 ) 71.9kg( S 種 )

呼び径
150 118kg

159kg( 1 種 ) 153kg( 1 種 )
133kg( 3 種 ) 136kg( S 種 )

③内面塗装 珪砂混合エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装 エポキシ樹脂粉体塗装
④外面塗装 合成樹脂塗装 合成樹脂塗装 外面耐食塗装

ද�ɹ༷Ұཡ
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　日ຊダクタイル鉄管ڠձでは、ࠓ年̒月にؔࢧ෦でࣄ業ମのօ様ํに、ダクタイル鉄管工
。मձを計̏ճ実施しましたݚຊ工ॴの工܀ձձһձࣾで͋る᷂クϘタと᷂ڠमձとしてݚ

　7 月 26 日～ 2� 日までの 4 日ؒ、ϙʔτϝοηな͝
やにてʮ下水道ల �16 ʯ͕ݹ໊ ։࠵され、277 ࣾ・ஂମ
͕ग़లし、࠷৽の下水道ٕज़、のＰ̧をߦいました。
日ຊダクタイル鉄管ڠձʮ下水道のະདྷ・らしのະདྷ
を͑ࢧる　～ GPS UIF GVUVSF ～　ʯをϒʔείϯηϓτ
にग़లしました。ϒʔεの֯には、40 イϯνϞχタʔ
をஔし、ڠձ͔ら下水道ࣄ業のఏҊをϝイϯにし
たө૾を܁Γฦし์өしました。ϒʔεのน໘には 4 ຕ
のＬＥ̙ύωルを設ஔ、ύωルલ໘のల示にはＧＸ形呼
び径300のΧοταϯϓル、ΤϙΩγथࢷคମృのΧο
ταϯϓルをల示し、実ࡍにݟて、৮れてらͬて、ଟく
の͓٬様にダクタイル鉄管のྑさをＰ̧する͜と͕で͖ま
した。

　水道管࿏耐震化にけて平成̎̎年に規格化した৽耐震管ＧＸ形ダクタイル鉄管は、平成 28 年 6
月までにશࠃ 1247 のࣄ業ମで͝࠾用いた͖ͩ、Ԇग़ՙԆ 10000LN を͑て͓Γます。ࠓճ
のݚमձは、ओにＧＸ形ダクタイル鉄管のと合にͭいて͝ཧղをਂΊていたͩく͜とをతに実
施しました。

１ɽݚमձのత

�ɽ·とΊ

म༰ݚ
工場見学 ༹ղ、鋳、加工ॲཧ工ఔ͓ΑびＧＸ形直

管のֶݟ
施工実演 ＧＸ形、ＮＳ形͓ΑびＳ̑ ̌形の合実ֶٕݟ
座 学 ダクタイル鉄管のૅج͓ࣝΑび耐震性能・

ظ耐ٱ性能にͭいて

　定һ 30 ໊のݚमձでした͕、ձにΑͬては、Ҋ後す͙に定һにୡしました。ࠓճ、͝ࢀ加い
たͩけな͔ͬたࣄ業ମのօ様にはେมਃし༁͟͝いまͤΜでした。
　ීஈ、ݟる͜とので͖ない工ఔのֶݟでେมڵຯをͬ࣋て͝ཡいた͖ͩました。ࠓ後ෆ定ظ
な͕ら同様のݚमձを։࠵してまいΓます。

　ڠձ͕年̎ճ、ൃץしているʮダクタイル鉄管ʯのόοクφϯόʔ͕ϗʔϜϖʔδ্でӾཡ͕Մ能
になΓました。

ʮԼਫಓల ʯʹग़లʂʂݹ໊ ���

ダクタイル鉄管ݚमձ

Ε·͢ʂʂݟ͕όοクφϯόʔ（１߸ʙ̔̕߸·Ͱ）ࢽձڠ

　ʮ下水道ల 、ձϒʔεに͓いてڠʯのݹ໊ �16
৽規に࡞成したύϯϑϨοτをしました。

Լਫಓ༻ύϯϑϨοτΛ࡞ʂʂ

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

　ＧＸ形ダクタイル鉄管の合にͭいて、؆୯に
まとΊたϦʔϑϨοτを࡞成しました。

؆୯߹ϚχϡΞルΛ࡞ʂʂ

ホームページにも掲載中
こちらのQRコードからも
アクセス出来ます

ている͔、օさΜにͬ͝ߦಈを׆ձ͕どΜなڠ　
ཧղいたͩけるΑうに、制࡞しました。

ʂʂ࡞ձհϦʔϑϨοτΛ৽͘͠ڠ

ྉ改ఆの͓Βͤࢿ (������� ʙ ��)

要ྖॻࢪ
������
Ｗ��ɹ(9形ダクタイル鉄管༻管৯Ωϟοϓ
w ద用ޱ径、ద用管種とνΣοクγʔτのݟ直

しとઐ用Χοタʔを追هした。

ٕज़ࢿྉ
������ 
̩��ɹ(9形ダクタイル鉄管管࿏のઃܭ
w Ұମ化さの計࣌ࢉのڐ༰Ҡಈ量を示した。
������
̩��ɹԼਫಓ༻ダクタイル鉄管管࿏ઃܭとࢪ
w 日ຊ下水道ڠձ規格（J48A4 (-1J48A4 

(-2）の改正、ฒびにؔ࿈規格の改గにͬ
て、管種等のݟ直しをத৺にͬߦた。

������ 
̩��ɹԼਫಓ༻ダクタイル鉄管管࿏のͯͼ͖
w 日ຊ下水道ڠձ規格（J48A4 (-1J48A4 

(-2）の改正、ฒびにؔ࿈規格の改గにͬ
て、管種等のݟ直しをத৺にͬߦた。
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日ຊダクタイル鉄管ڠձではීٴଅਐをతとして、ࠓ年は以下のΑうなߨԋձを։࠵しています。
年の։࠵まͩ༧定していますので、ੋ ඇと͝ࢀ加下さい。（ৄࡉにͭいては)P 等で͝Ҋします）

ฏ �� ߨԋձ

終了致しました

終了致しました

終了致しました

終了致しました
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道 9月29 日 北海道 ＫＫＲホテル
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

東　北

8月9 日 宮城県 ハーネル仙台「蔵王」
東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

10 月20 日 岩手県
ホテル東日本盛岡
「鳳凰の間」

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

国立環境研究所
理事　石飛　博之氏 東日本大震災の教訓と災害環境研究

関　東

9月9 日 新潟県
新潟日報メディアシップ
２Ｆ日報ホール

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

公営企業アドバイザー　
佐藤　裕弥氏

水道事業基盤強化方策と
官民連携による改革事例について

9月27日 埼玉県
埼玉県県民健康センター
大ホール

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

八戸圏域水道企業団
課長補佐　 内宮　靖隆氏

強靭な水道施設に向けた
管路耐震化の推進

10 月12日 静岡県 静岡市民文化会館
山口大学
副学長　三浦　房紀氏 南海トラフ巨大地震に備える

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

10 月26 日 栃木県
栃木県総合文化センター
第 2会議室

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

秩父広域市町村圏組合水道局
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組みについて

11月18 日 長野県 ホテル国際２１ 
長野市県町 576

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

直下型地震に備えた
危機管理のあり方

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月25日 群馬県
群馬県青少年会館
大会議室 
前橋市荒牧町 2-12

首都大学東京　准教授　
荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月9 日 茨城県 茨城県開発公社ビル
水戸市笠原町 978-25

千葉大学
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時の際の
埋設管路網の被害分析

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

支部 日程 会場 講師 テーマ

関　東 1月20 日 千葉県
千葉市生涯学習センター
ホール 
千葉市中央区
弁天 3-7-7

京都大学大学院
教授　伊藤　禎彦氏

水道施設更新需要と再構築・高機能
化から見た技術ニーズ（仮題）

大阪広域水道企業団
技術長　松本　要一氏

大阪府内の水道広域化について
（府域一水道を目指して）（仮題）

中　部

11月22日 石川県
金沢勤労者プラザ
101研修室 
金沢市北安江 3-2-20

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

金沢大学
教授　 宮島　昌克氏

熊本地震における
被害の特徴と今後の課題

12 月1日 愛知県
名古屋国際センター
第一会議室 
名古屋市中村区
那古野 1 丁目 47-1

名古屋市上下水道局
前局長　小林　寛司氏

名古屋市上下水道事業中期経営計画
「みずプラン 32」

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ巨大地震に備えた
水道システムのあり方

関　西

8月26 日 大阪府
建設交流会館
8階グリーンホール 

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

東北学院大学
教授　吉田　望氏

液状化と液状化に伴う
地中構造物の被害

11月28 日 奈良県
エルトピア奈良
3階大会議室 
奈良市西木辻町 93-6

首都大学東京大学院
都市環境科学研究科
特任教授　小泉　明氏

水道システムに関する
最近の共同研究

厚生労働省水道課
課長補佐　近藤　才寛氏 水道事業の課題と今後の展望

12 月13 日 兵庫県
加古川市民会館大会議室 
加古川市加古川町
北在家 2000

岐阜大学工学部
教授　能島　暢呂氏

水道システムの
地震時信頼性を高めるために

厚生労働省水道課
課長補佐　長平　武信氏 水道事業の課題と今後の展望

中国四国
・

関西合同
10 月14 日 愛媛県

アイテムえひめ
（愛媛国際貿易センター） 

日本水道協会
工務部部長　木村　康則氏

事業環境の変化と危機管理（技術力の確保）
〜現場・業務の今昔を踏まえて〜

水資源機構経営企画部　
次長　熊谷　和哉氏 水道事業の現在位置と将来

中国四国 7月19 日 広島県 合人社ウェンデイ
ひと・まちプラザ 神戸大学大学院

准教授　鍬田　泰子氏
来たるべき巨大地震災害に
備えるために水道事業ができること

九　州

9月15日 福岡県 都久志会館

東京大学大学院
教授　滝沢　智氏

水道施設の更新に向けた課題と
新たな取り組み

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

9月29 日 佐賀県 メートプラザ佐賀

関東学院大学
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

11月24 日 沖縄県 沖縄県青年会館 
那覇市久米 2-15-23

関東学院大学　
教授　若松　加寿江氏 平成 28 年熊本地震の課題と教訓

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業における広域化と経営の効率化

　日ຊダクタイル鉄管ڠձではීٴଅਐをతとして、ࠓ年は以下のΑうなߨԋձを։࠵しています。
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規格ニュース
平成 28.11 第 99 号

　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0
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規格ニュース
平成 28.11 第 99 号

　設計水圧 1.0 ＭＰ a 以下の農業用水、下水道 ( 汚水・汚泥を除く ) などに用いるＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管は、
平成 27 年 2 月12 日付けで呼び径 300 ～ 400 を JDPA Ｇ 1053 として制定した。また、平成 27 年 8 月 6
日付けで呼び径 450 ～ 600 を JDPA Ｇ 1053-2 として制定した。さらに、平成 28 年 8 月 3 日付けで呼び
径 700、800 を追加、JDPA Ｇ 1053 と JDPA Ｇ 1053-2 を統合して改正した。
　ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０５３ （ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管）の改正

項目 呼び径 300 ～ 600 呼び径 700、800

継手の構造

直　管 直　管

異形管：JIS Ｇ 5527（ダクタイル鋳鉄異形管）及び JDPA Ｇ 1027（農業用水用ダクタイル鋳鉄管）の異形
管を使用する。
　JDPA Ｇ 1027 の異形管を下表に示す。

呼び径 異形管の種類
300 ～  600 Ｋ形両受曲管（90°、60°、45°、30°、22 1/2°、11 1/4°、5 5/8°）
600 ～ 1500 Ｋ形曲管（60°、30°）
300 ～ 2000 Ｔ形用継ぎ輪

注記　Ｋ形両受曲管及びＫ形曲管は、JDPA Ｇ 1027-2016 の改正によって追加した｡

管厚

直　管：

内面塗装 直　管：エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混合した塗装
外面塗装 合成樹脂塗料（褐色）

外観

直管

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の管厚 単位㎜

管種 呼び径
300 350 400 450 500 600 700 800

ＡＬ1 種管  6.0  7.0  7.5  8.5  9.0 10.5 11.5 12.0
ＡＬ 2 種管  4.5  4.5  5.0  5.5  5.5  6.5  7.5  7.5

ＡＬＷ形ダクタイル鋳鉄管の概要

　ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（Ｅ種管）〔以下、ＮＳ形管（Ｅ種管）という。〕は、ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管やＧＸ形ダ
クタイル鋳鉄管と同等の耐震性能と優れた施工性を有し、さらに、経済性と軽量化を実現した設計水圧 1.3 ＭＰ a
以下で使用する耐震管として、平成 27 年 12 月17 日付で呼び径 75、100 の直管の規格を制定した｡
　その後、直管と同様に経済性と軽量化を実現した異形管を追加して平成 28 年 6 月 3 日付で改正した。
　さらに、呼び径 150 を平成 28 年 10 月 6 日付けで制定した。
　ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較を下表に示す。

ＪＤＰＡ Ｇ １０４２－２ 〔ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管 (Ｅ種管 )〕の改正

ＮＳ形管（Ｅ種管）とＮＳ形管との比較
項目 ＮＳ形管 ( Ｅ種管 ) ＮＳ形管

継手の構造

継手の性能

同じ性能を有しています。
直管（伸縮離脱防止継手）

・ 伸 縮 量 ：± 40mm（管長の±1％）
・ 離脱防止力：3Ｄ kＮ（Ｄ：呼び径 mm）
・ 許容屈曲角度：4°

異形管（離脱防止継手）
・  離脱防止力：3Ｄ kＮ
・  曲 げ 強 度：限界曲げモーメントが

呼び径 75 は 4.4、 呼び径 100 は 7.4、
呼び径 150 は 17kＮ･ ｍ

管厚及び
質量

内面塗装
直　管： エポキシ樹脂粉体塗料に無機系材料を混

合した塗装
異形管： エポキシ樹脂粉体塗装

直　管： エポキシ樹脂粉体塗装又はセメントモルタ 
ルライニング

異形管： エポキシ樹脂粉体塗装
切管方法 受挿し短管（Ｎ - Ｌｉｎｋで接合）、Ｎ - Ｌｉｎｋ 切管用挿し口リング

直　管 直　管

継ぎ輪（メカニカルジョイント） 継ぎ輪（メカニカルジョイント）

直　管：Ｅ種管（DE）の 1 種類

異形管：1 種類（DF）

直　管：1 種管（D1）と 3 種管（D3）の 2 種類

異形管：1 種類（DF）

異形管（メカニカルジョイント） 異形管（プッシュオンジョイント）

呼び径 Ｅ種管
管厚 (mm) 鉄部質量 (kg)

 75 4.5  44.4
100 4.5  56.5
150 5.5 118 

呼び径
1 種管 3 種管

管厚(mm) 鉄部質量 (kg) 管厚(mm) 鉄部質量 (kg)
 75 7.5  69.6 6.0  59.0
100 7.5  89.6 6.0  75.7
150 7.5 159 6.0 133

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.0
100 8.0
150 8.5

呼び径 管厚 (mm)
 75 8.5
100 8.5
150 9.0















対談：「熊本地震における管路被害の状況について　～これからやるべきこと～」
速報：2016年熊本地震での地盤変状および水道管路被害状況調査結果
技術レポート：京都市、木津川市、北千葉広域水道企業団、阪神水道企業団、
　　　　　　　日本下水道事業団　関東・北陸総合事務所
誌上講座：ＮＳ形ダクタイル鉄管E種管のご紹介
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